
 

 

  
                         

                               

 

小牧市は環境都市宣言のまち   
 

おウチまわりのごみを 

拾いましょう 
                                                               

誰が捨てたか、落としたか分からないごみでも、誰かが拾わなければまちは汚

れるばかりです。見つけたごみはいち早く拾う。住まいも、お店も、事務所も、

工場も、そして学校も、みんなひとつのおウチです。 

みんなが拾えば、まちはたちまち清潔になります。誰かがではなく、そのおウ

チの人が拾いましょう。いつまでも散らばっていては恥ずかしい。 

私たちは環境都市の市民ですもの。 清潔なまちを誇りにしましょう。 

          早速、おウチまわりを見まわしてください。 

 

 
 

     誰かがではなく、 
私がひろいます     

                                          

小牧の将来を担うのは、小牧に生まれ、育つ子どもたちです。汚れた環境が当たり前に 

なれば、子どもたちはそんな環境になじみ、平気で捨てることでしょう。清潔なまちは住み心

地をよくし、汚れたまちは心を汚すばかりか、ドロボーをも呼び寄せてしまいます。 

おウチまわりをいつもきれいにする親の姿、まちの姿は、いやおうなしに子どもの目に映り

ます。よい習慣を育て、子どもたちに伝えましょう。そんな市民でありたいもので 
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～マイ箸を 持ってつながる 小牧市民～（山内 果音さんの作品） 
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